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ガ
ザ
紛
争
勃
発
後
の
中
東
で
、
改
め
て
「
イ
ラ
ン
の
脅
威
」
に
対

す
る
警
戒
が
高
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
今
日
の
中
東
に
お
い
て
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
本
格
的
に
戦
争
を
行
い
得
る
意
思
と
能
力
を
兼
ね
備
え

た
国
家
は
イ
ラ
ン
以
外
に
は
な
い
。
第
四
次
中
東
戦
争
を
経
て
エ
ジ

プ
ト
と
国
交
樹
立
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
近
年
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
な
ど
と
国
交
の
正
常
化
（
二
〇
二
〇
年
「
ア
ブ
ラ
ハ

ム
合
意
」）に
成
功
し
た
。地
域
大
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
も
、

ガ
ザ
紛
争
勃
発
ま
で
は
国
交
正
常
化
に
向
け
た
水
面
下
の
交
渉
を
進

め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
と
い
っ
た
か
つ
て
の
地

域
大
国
・
有
力
国
は
戦
争
や
内
戦
で
国
力
を
大
き
く
低
下
さ
せ
、
中

東
に
お
い
て
総
じ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
優
位
の
安
全
保
障
環
境
が
醸
成
さ

れ
て
き
た
。
残
る
敵
対
的
な
大
国
は
イ
ラ
ン
の
み
で
あ
る
。

「
抵
抗
の
枢
軸
」
と
は
何
か

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、「
イ
ラ
ン
の
脅
威
」
に
つ
い
て
二
つ
の
側
面
か

ら
指
摘
し
た
い
。
一
点
目
は
イ
ラ
ン
の
軍
事
力
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
は

一
九
八
五
年
頃
か
ら
核
開
発
に
着
手
し
た
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
核
の

運
搬
手
段
で
あ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
続
け
、
二
〇
二
三
年
に

は
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
を
公
開
す
る
な
ど
軍
事
力
増
強
に
努
め
て
き

た
。
一
九
年
に
は
イ
ラ
ン
な
い
し
イ
ラ
ン
関
連
組
織
に
よ
る
と
み
ら

れ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
施
設
へ
の
攻
撃
が
あ
り
、
重
要
イ
ン

フ
ラ
へ
の
攻
撃
能
力
を
示
し
た
。
こ
の
攻
撃
を
受
け
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
は
イ
ラ
ン
へ
の
脅
威
認
識
を
一
層
高
め
、
ま

た
対
応
が
緩
慢
で
あ
っ
た
米
国
へ
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
た
。

よ
し
だ　

と
も
あ
き　

二
〇
二
〇
年
京
都
大
学

大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科

博
士
課
程
（
五
年
一
貫
制
）
修
士
号
取
得
退
学
。

大
和
総
研
研
究
員
を
経
て
現
職
。
専
門
は
中
東

地
域
研
究
、
現
代
イ
エ
メ
ン
政
治
。

ガ
ザ
紛
争
の
勃
発
で
中
東
全
体
の
秩
序
が
揺
ら
い
で
い
る
。

核
心
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
対
立
だ
が
、そ
の
背
後
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、

非
国
家
主
体
を
含
む
「
抵
抗
の
枢
軸
」
の
動
向
だ
。

イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
ー
派
を
中
心
に
、
親
イ
ラ
ン
・
反
西
側
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

思
想
や
行
動
原
理
を
読
み
解
く
。

イ
エ
メ
ン・フ
ー
シ
ー
派
か
ら
見
た

ガ
ザ
紛
争
と「
抵
抗
の
枢
軸
」
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二
点
目
は
「
抵
抗
の
枢
軸
」
と
イ
ラ
ン
の
関
係
で
あ
る
。「
イ
ラ

ン
以
外
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
戦
争
を
し
得
る
国
家
が
な
い
」
こ
と
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
安
全
保
障
上
、
ほ
か
に
脅
威
を
抱
え
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
弱
い
国
家
の
裏
に
は
強
い
非
国
家
主
体
が
お
り
、

レ
バ
ノ
ン
や
イ
ラ
ク
、
ガ
ザ
地
区
な
ど
多
方
面
に
反
イ
ス
ラ
エ
ル
を

掲
げ
る
組
織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
を
育
成
し
、
活
用
し
て
き
た

の
が
イ
ラ
ン
で
あ
り
、
同
国
主
導
の
反
西
側
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
抵

抗
の
枢
軸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
確
か
に
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

最
大
の
敵
国
で
あ
る
が
、
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
氏
の
後
継
者
問
題

や
経
済
制
裁
に
よ
る
国
内
の
苦
境
を
抱
え
、
さ
ら
に
ラ
イ
シ
大
統
領

の
不
慮
の
死
と
い
う
新
た
な
不
確
定
要
素
も
生
じ
た
。
足
元
で
は
政

策
判
断
と
し
て
戦
争
を
遂
行
す
る
余
力
が
あ
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。

実
際
、
今
般
の
ガ
ザ
紛
争
に
お
い
て
、
イ
ラ
ン
自
身
は
当
初
か
ら
ハ

マ
ス
の
「
ア
ク
サ
ー
の
氾
濫
」
作
戦
へ
の
関
与
を
否
定
す
る
な
ど
、

直
接
的
な
戦
闘
か
ら
一
定
の
距
離
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
で

も
イ
ラ
ン
に
対
す
る
脅
威
認
識
が
高
ま
る
の
は
、
実
際
に
イ
ス
ラ
エ

ル
や
同
国
を
支
援
す
る
米
英
と
交
戦
す
る
非
国
家
主
体
、
要
す
る
に

「
抵
抗
の
枢
軸
」
各
組
織
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
イ
ラ
ン
の

存
在
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、「
抵
抗
の
枢
軸
」
は
非
公
式
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

論
者
に
よ
っ
て
例
示
す
る
該
当
主
体
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
多
く

の
論
者
が
共
通
し
て
挙
げ
る
の
は
、
国
家
と
し
て
は
イ
ラ
ン
と
シ
リ

ア
、
非
国
家
主
体
と
し
て
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
で
あ
る
が
、
今
日

の
態
様
を
見
れ
ば
、
イ
ラ
ク
の
人
民
動
員
隊
傘
下
の
諸
組
織
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
ハ
マ
ス
、
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
ー
派
な
ど
も
含
ま
れ
る
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
抵
抗
の
枢
軸
」
系
の
メ
デ
ィ
ア
「
ハ
ナ
ー

デ
ィ
ク
」
は
、
こ
の
ほ
か
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
（
Ｐ

Ｉ
Ｊ
）、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
ー
ミ
ー
ユ
ー
ン
旅
団
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
ザ
イ
ナ
ビ
ー
ユ
ー
ン
旅
団
な
ど
を
含
め
て
い
る
。「
反

西
側
」
を
唱
え
、
イ
ラ
ン
の
支
援
を
受
け
る
点
は
共
通
の
特
徴
と
言

え
る
が
、
思
想
的
に
は
多
様
で
あ
る
。
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
イ
ラ
ン
の
法
学

者
の
統
治
理
論
を
受
け
入
れ
る
が
、
シ
リ
ア
は
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
、

ハ
マ
ス
は
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に
そ
れ
ぞ
れ
思
想
的
基
盤
を

置
く
。
つ
ま
り
、「
抵
抗
の
枢
軸
」
は
思
想
的
に
強
固
に
結
び
つ
い

た
同
盟
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
政
治
的
利
益
に
基
づ
く
「
ゆ
る
や
か

な
連
合
体
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ガ
ザ
紛
争
後
は
、
イ
ラ
ン
が
軍
事
介
入
に
慎
重
な
姿
勢
を
維
持
す

る
一
方
で
、「
抵
抗
の
枢
軸
」
傘
下
の
組
織
が
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国

へ
の
攻
撃
を
実
施
し
て
き
た
。
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
国
境
地
帯
で
ロ
ケ
ッ
ト

弾
な
ど
を
用
い
た
攻
撃
を
行
い
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
を
北
部
に
分
散
さ

せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
イ
ラ
ク
の
諸
組
織
は
イ
ラ
ク
や
シ
リ

ア
の
米
軍
基
地
を
攻
撃
し
、
一
月
下
旬
に
は
在
ヨ
ル
ダ
ン
米
軍
基
地
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に
駐
留
す
る
米
兵
を
殺
害
し
た
。
こ
の
よ
う
に
表
面
上
、
対
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
事
活
動
は
活
発
化
し
て
い
る
。
し
か
し
注
意
深
く
観
察
す
る

と
、
イ
ラ
ン
は
最
重
要
の
盟
友
で
あ
る
ヒ
ズ
ボ
ラ
を
温
存
し
た
い
思

惑
が
あ
り
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
も
戦
闘
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
て
き

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
前
述
の
米
兵
死
亡
後
、
イ
ラ
ン
の
革
命

防
衛
隊
司
令
官
は
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
、
攻
撃
自
粛
を
求
め
た
と
さ
れ

る
。
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
に
圧
力
を
か
け
る
べ
く
民
兵
組

織
に
よ
る
攻
撃
を
活
発
化
さ
せ
つ
つ
も
、大
規
模
な
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
避
け
る
た
め
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

紅
海
な
ど
で
の
船
舶
攻
撃
で
注
目
を
集
め
る

　

他
方
で
イ
ス
ラ
エ
ル
と
地
理
的
に
離
れ
、
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も

限
定
的
と
い
う
環
境
を
背
景
に
、
制
約
が
よ
り
少
な
い
形
で
活
動
を

活
発
化
さ
せ
て
い
る
の
が
フ
ー
シ
ー
派
で
あ
る
。
同
派
は
イ
ス
ラ
エ

ル
南
部
エ
イ
ラ
ー
ト
へ
の
航
空
攻
撃
に
加
え
、
紅
海
な
ど
で
軍
事
作

戦
を
実
施
し
て
き
た
。
フ
ー
シ
ー
派
は
イ
エ
メ
ン
の
ロ
ー
カ
ル
な
宗

派
で
あ
る
ザ
イ
ド
派
の
復
興
運
動
に
起
源
を
持
ち
、
今
日
で
は
自
派

の
政
府
こ
そ
が
イ
エ
メ
ン
国
家
を
代
表
す
る
と
の
立
場
を
と
る
。
思

想
的
に
は
、
ザ
イ
ド
派
復
興
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
要
素
に
加
え
、「
神

は
偉
大
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に
死
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
死
を
、
ユ
ダ
ヤ

教
徒
に
呪
い
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
勝
利
あ
れ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
示
す
よ
う
に
、
反
西
側
主
義
的
な
側
面
も
持
つ
。
軍
事
的
に
は

二
〇
万
人
（
ガ
ザ
紛
争
前
の
最
大
推
計
値
）
の
兵
員
を
擁
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
を
射
程
に
収
め
る
ミ
サ
イ
ル
や
戦
闘
機
す
ら
保
有
す
る
。
こ

う
し
た
「
国
家
並
み
」
の
軍
事
力
を
背
景
に
国
内
の
主
要
部
を
多
数

掌
握
し
、
国
内
人
口
の
七
〇
％
ほ
ど
を
支
配
下
に
置
く
と
さ
れ
る
。

　

二
〇
一
五
年
二
月
に
フ
ー
シ
ー
派
は
自
派
の
政
権
を
樹
立
し
、
イ

エ
メ
ン
国
家
を
継
承
し
た
と
僭
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
エ
メ
ン

の
国
際
承
認
政
府
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ッ
ブ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
政
権（
当

時
）
の
要
請
に
基
づ
き
、
同
年
三
月
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
主
導
の
有

志
連
合
軍
が
軍
事
介
入
し
た
が
、
軍
事
的
に
強
化
さ
れ
た
フ
ー
シ
ー

派
を
排
除
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
フ
ー
シ
ー
派
は
ミ
サ
イ

ル
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
石
油
施
設

な
ど
を
攻
撃
し
、
両
国
経
済
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
軍
事
的

に
フ
ー
シ
ー
派
を
排
除
で
き
な
い
と
悟
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、

フ
ー
シ
ー
派
と
の
交
渉
に
よ
る
安
全
保
障
を
模
索
す
る
。
二
二
年
四

月
に
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
、
同
年
一
〇
月
に
は
延
長
に
失
敗
し
た
も

の
の
、
今
日
に
至
る
ま
で
和
平
交
渉
が
続
き
、
軍
事
的
攻
撃
は
お
お

む
ね
手
控
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
停
戦
や
和
平
の
妥
結
に
は
至

ら
な
い
も
の
の
、
大
規
模
な
戦
闘
に
は
発
展
し
な
い
国
内
の
小
康
状

態
を
、
イ
エ
メ
ン
人
は
「
戦
争
で
も
平
和
で
も
な
い
」
状
態
と
呼
ん

で
い
る
。



トレンド2024

101

　

し
か
し
二
三
年
一
〇
月
に
勃
発
し
た
ガ
ザ
紛
争
は
、
フ
ー
シ
ー
派

の
軍
事
活
動
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。同
派
の
攻
撃
対
象
は
、

そ
れ
ま
で
は
イ
エ
メ
ン
国
内
の
反
フ
ー
シ
ー
派
諸
勢
力
や
そ
れ
ら
を

支
援
す
る
有
志
連
合
軍
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ザ
紛
争
後
は
イ
ス
ラ
エ
ル

や
米
英
へ
と
移
行
し
た
。
フ
ー
シ
ー
派
は
遅
く
と
も
二
〇
年
に
は
イ

ス
ラ
エ
ル
を
射
程
に
収
め
る
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
し
て
い
た
が
、
実
際

に
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
に
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
派
が
イ
ス
ラ

エ
ル
な
ど
の
攻
撃
に
転
じ
た
背
景
に
は
、
前
述
の
「
戦
争
で
も
平
和

で
も
な
い
状
態
」
の
下
で
軍
事
資
源
に
余
力
が
あ
る
こ
と
や
、
政
治

的
不
支
持
を
抑
え
込
み
、
支
持
を
拡
大
さ
せ
る
狙
い
が
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
ガ
ザ
紛
争
の
直
前
、
同
派
政
府
の
汚
職
や
給
与
未
払
い
へ

の
不
満
が
高
ま
り
、
内
閣
が
解
散
す
る
異
例
の
事
態
が
生
じ
て
い
た

が
、
今
は
ガ
ザ
紛
争
に
住
民
の
関
心
が
移
り
、
鎮
静
化
し
て
い
る
。

同
派
支
配
地
域
で
は
最
高
指
導
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク
・
フ
ー
シ
ー

の
指
導
に
従
っ
て
、
毎
週
金
曜
日
に
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
デ
モ
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
か
つ
大
規
模
に
民
衆
を
動
員
で
き
た

の
は
初
め
て
で
あ
る
。
非
支
配
地
域
で
も
フ
ー
シ
ー
派
へ
の
支
持
が

広
が
っ
て
お
り
、
国
際
承
認
政
府
の
支
持
基
盤
の
組
織
か
ら
フ
ー

シ
ー
派
へ
の
武
器
の
横
流
し
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

ま
た
海
外
で
も
フ
ー
シ
ー
派
を
支
持
す
る
現
象
が
看
取
さ
れ
て
お

り
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク
の
肖
像
写
真
が
、

英
国
リ
ー
ズ
大
学
の
反
イ
ス
ラ
エ
ル
デ
モ
で
は
「
フ
ー
シ
ー
派
あ
り

が
と
う
」
と
書
か
れ
た
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

フ
ー
シ
ー
派
に
よ
る
紅
海
を
通
航
す
る
船
舶
へ
の
攻
撃
が
経
済
面

で
与
え
た
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
ス
エ
ズ
運
河
の
通
航
量
急
減

が
、
ガ
ザ
紛
争
以
前
か
ら
脆
弱
で
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
財
政
の
足
か
せ

と
な
っ
て
い
る
上
、
日
本
を
含
む
各
国
の
大
手
海
運
企
業
は
、
喜
望

峰
へ
の
迂
回
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
ず
、輸
送
日
数
が
増
加
し
て
い
る
。

他
方
で
世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の「
世
界
貿
易
見
通
し（
二
〇
二
四

年
四
月
版
）」
に
よ
れ
ば
、
経
済
へ
の
影
響
は
当
初
の
懸
念
よ
り
も

限
定
的
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
中
国
へ
の
影
響
で
あ
る
。
フ
ー
シ
ー
派
の
海
洋
軍

事
作
戦
に
伴
い
、
中
国
―
欧
州
間
の
運
賃
は
二
三
年
一
一
月
中
旬
以

降
で
四
〇
〇
％
以
上
増
加
し
た
反
面
、
中
国
と
ロ
シ
ア
は
フ
ー
シ
ー

派
と
紅
海
の
無
害
通
航
で
合
意
し
、
紅
海
を
通
航
す
る
中
国
船
舶
の

割
合
が
急
増
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
運
の
代
替
手
段

と
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
貨
物
列
車
「
中
欧
班
列
」
の
需
要
も

高
ま
っ
て
お
り
、
相
対
的
に
中
国
へ
の
負
の
影
響
は
小
さ
い
か
、
あ

る
種
の
利
益
す
ら
得
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

フ
ー
シ
ー
派
は
中
国
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。
同
派
の
基

幹
メ
デ
ィ
ア
「
マ
ス
ィ
ー
ラ
」
は
、
中
東
の
秩
序
に
つ
い
て
「
米
国

の
覇
権
か
ら
多
極
世
界
に
移
行
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
米
国
の
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対
抗
軸
と
し
て
中
ロ
を
挙
げ
る
論
説
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。
フ
ー

シ
ー
派
の
国
営
通
信
内
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
「
抵
抗
の
枢
軸
」
に
つ

い
て
解
説
し
た
レ
ポ
ー
ト
も
興
味
深
い
。
同
レ
ポ
ー
ト
は
、「
抵
抗

の
枢
軸
」
を
支
援
す
る
国
家
と
し
て
中
国
と
ロ
シ
ア
に
言
及
し
て
お

り
、
中
国
を
広
義
の
反
米
陣
営
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
に
符
合
す
る

形
で
、
フ
ー
シ
ー
派
の
政
治
事
務
局
員
が
「
米
国
の
覇
権
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
中
ロ
と
自
派
の
協
力
が
進
展
し
て
い
る
」
と
発
言
し
て

い
る
。

四
月
一
九
日
以
降
も
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
緊
張
の
高
ま
り
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

や
中
東
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
た
だ
現
時
点
で
は
、
双
方

が
従
来
の
軍
事
行
動
の
範
囲
を
超
え
つ
つ
も
、
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

回
避
の
方
向
で
「
手
打
ち
」
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

今
般
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン
間
の
衝
突
の
発
端
は
、
四
月
一
日

の
在
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ン
大
使
館
領
事
部
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る

と
み
ら
れ
る
攻
撃
に
さ
か
の
ぼ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
こ
れ
ま
で
シ

リ
ア
国
内
の
革
命
防
衛
隊
の
軍
事
拠
点
を
攻
撃
し
て
き
た
が
、
在
外

公
館
は
攻
撃
対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
対
す
る
イ
ラ
ン
は
四
月

一
三
～
一
四
日
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
ド
ロ
ー
ン
を

用
い
て
一
九
七
九
年
の
建
国
以
来
初
と
な
る
イ
ス
ラ
エ
ル
領
土
へ
の

直
接
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
。
イ
ラ
ン
の
攻
撃
自
体
は
大
規
模
で
あ
っ

た
も
の
の
、
攻
撃
の
実
施
時
期
や
概
要
を
事
前
に
ト
ル
コ
や
Ｕ
Ａ
Ｅ 

な
ど
、
米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
外
交
関
係
を
持
つ
中
東
諸
国
に
伝
え

て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
は
十
分
に
防
空
体
制
を
整
え
、

被
害
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
。
四
月
一
九
日
の
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン

へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン
双
方
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
犯
行
と
認
め
な
い
こ

と
で
幕
引
き
が
図
ら
れ
た
。

　

一
方
、
フ
ー
シ
ー
派
は
四
月
一
九
日
以
降
も
艦
艇
や
民
間
船
舶
へ

の
攻
撃
を
継
続
し
て
い
る
。
五
月
三
日
に
は
自
派
の
軍
事
活
動
の
範

囲
を
地
中
海
に
も
拡
大
さ
せ
る
と
宣
言
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
と
し

て
二
つ
指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
米
英
は
イ
エ
メ
ン
国
内
の
フ
ー

シ
ー
派
拠
点
へ
の
空
爆
を
続
け
て
い
る
が
、
現
在
の
対
象
を
限
定
し

た
空
爆
で
は
十
分
な
成
果
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
同
派
は
有
志
連
合

軍
の
七
年
に
わ
た
る
空
爆
を
耐
え
抜
い
て
お
り
、
地
下
施
設
に
ミ
サ

イ
ル
な
ど
を
保
管
す
る
こ
と
で
被
害
を
抑
え
て
き
た
。
ま
た
イ
ラ
ン

は
フ
ー
シ
ー
派
へ
の
密
輸
を
継
続
す
る
だ
け
で
な
く
、
艦
艇
「
ベ
フ

シ
ャ
ー
ド
」
を
紅
海
に
派
遣
し
て
、
同
派
に
船
舶
の
位
置
情
報
な
ど

を
提
供
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
第
二
に
、
フ
ー
シ
ー
派
は
「
ガ
ザ

へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
侵
略
が
終
わ
る
ま
で
、
自
派
も
パ
レ
ス
チ
ナ
支

援
を
続
け
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
に
当
て
は
め
る
と
、



トレンド2024

103

四
月
一
九
日
以
降
の
「
事
態
の
鎮
静
化
」
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン

間
の
問
題
で
あ
り
、
ガ
ザ
正
面
の
事
態
で
は
な
い
た
め
、
フ
ー
シ
ー

派
が
活
動
を
抑
制
す
る
理
由
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

ガ
ザ
紛
争
に
よ
っ
て
流
動
化
す
る
中
東
情
勢

　

最
後
に
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
概
述
し
た
い
。
フ
ー
シ
ー
派
は

自
派
の
戦
略
的
価
値
を
イ
ラ
ン
に
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、「
パ
レ
ス
チ

ナ
の
大
義
に
立
つ
イ
エ
メ
ン
国
家
」
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
展
開

し
、
引
き
続
き
国
内
外
か
ら
の
支
持
拡
大
に
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
イ

ラ
ン
は
フ
ー
シ
ー
派
側
政
府
を
外
交
承
認
す
る
唯
一
の
国
で
あ
り
、

「
国
家
」を
名
乗
る
フ
ー
シ
ー
派
に
と
っ
て
貴
重
な
外
交
相
手
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
革
命
防
衛
隊
や
ヒ
ズ
ボ
ラ
な
ど
の
将
校
が
イ
エ
メ

ン
の
首
都
サ
ヌ
ア
に
駐
在
し
、
フ
ー
シ
ー
派
の
意
思
決
定
に
関
与
し

て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
フ
ー
シ
ー

派
の
優
位
は
イ
ラ
ン
に
よ
っ
て
下
支
え
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

一
方
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
フ
ー
シ
ー
派
は
二
つ
の
存
在
意
義
を
持

つ
。
一
つ
は
地
域
の
覇
権
を
め
ぐ
り
争
っ
て
き
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

や
、
準
大
国
化
し
つ
つ
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
ア
ラ
ビ
ア
半
島
内
に
抑
え
込

む
役
割
で
あ
る
。
フ
ー
シ
ー
派
は
内
戦
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
両

国
の
資
源
を
イ
エ
メ
ン
に
投
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
り
出
し

た
。二
つ
目
は
、紅
海
沿
岸
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。「
ア

フ
リ
カ
の
角
」
地
域
に
は
米
中
ロ
な
ど
の
域
外
国
だ
け
で
な
く
、
中

東
諸
国
も
拠
点
を
設
け
て
き
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
エ
リ
ト
リ
ア
に
基

地
を
有
し
、
対
イ
ラ
ン
の
諜
報
活
動
に
従
事
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
フ
ー
シ
ー
派
は
紅
海
方
面
で

の
前
方
防
衛
を
担
う
組
織
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

イ
エ
メ
ン
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
和
平
交
渉
の
中
で
議
論
さ
れ

て
い
る
の
が
、
フ
ー
シ
ー
派
と
国
際
承
認
政
府
に
よ
る
イ
エ
メ
ン
連

立
政
権
の
樹
立
で
あ
る
。
た
だ
、
フ
ー
シ
ー
派
は
ガ
ザ
紛
争
後
の
紅

海
で
の
軍
事
活
動
に
よ
っ
て
米
国
か
ら
テ
ロ
組
織
の
再
認
定
を
受
け

て
お
り
、
和
平
交
渉
の
足
か
せ
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
ガ
ザ
紛
争

は
イ
エ
メ
ン
政
治
の
未
来
に
極
め
て
深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

中
東
全
体
の
秩
序
に
つ
い
て
は
、
今
後
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ど
こ
ま
で

ガ
ザ
紛
争
を
拡
大
さ
せ
る
の
か
が
重
要
な
論
点
に
な
る
。
仮
に
イ
ス

ラ
エ
ル
が
ハ
マ
ス
を
壊
滅
状
態
に
ま
で
追
い
込
む
ハ
ー
ド
シ
ナ
リ
オ

を
想
定
す
れ
ば
、そ
れ
は
「
抵
抗
の
枢
軸
」
の
メ
ン
バ
ー
の
減
少
と
、

パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
を
掲
げ
る
フ
ー
シ
ー
派
の
敗
北
を
意
味
す
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
は
レ
バ
ノ
ン
方
面
で
も
軍
事
活
動
を
拡
大
さ
せ
る
構
え
を

見
せ
た
こ
と
が
あ
り
、仮
に
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
交
戦
が
本
格
化
す
れ
ば
、

紛
争
の
さ
ら
な
る
規
模
の
拡
大
と
長
期
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ヒ
ズ

ボ
ラ
と
の
関
係
を
特
に
重
視
す
る
イ
ラ
ン
が
連
鎖
的
に
介
入
し
て
い

く
シ
ナ
リ
オ
も
否
め
ず
、
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
●




